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児童の自治的能力を育てる学級活動の工夫 

―個を大切にした、「エブリ・ワン」シートの活用を通して― 

 

特別研修員 坂本 陽一  

 

Ⅰ 研究テーマ設定の理由  

 

これまでの学級活動、話合い活動の指導を振り返ると、教師が主導する話合いが多くなったり、議題

も児童にとって切実感がないものになっていたりして、児童が主体的に話し合って決める力を育てるこ

とができていなかった。また、児童の将来を考えても、様々な意見がある中で、自分の意見をしっかり

もちながらも、他者との折り合いを付けながらよりよい方法を選んで実行していく力を育てていく必要

性を感じている。そのため、児童が自分たちで必要感のある議題を設定し、折り合いを付けながら物事

を決定していくことで、学校生活や学校行事への意欲を高め、さらに実践を通して感じたことを、次の

話合いや活動に生かしていけるような児童を育てていきたいと考えた。 

学習指導要領（平成29年告示）解説の特別活動の目標には「互いのよさや可能性を発揮しながら」と

あり、異なる意見や考えを基に、様々な解決の方法を模索したり、折り合いを付けたりする集団活動に

おける合意形成の大切さが示されている。また、群馬県の「はばたく群馬の指導プランⅡ」においても、

「学級活動の授業では、（中略）問題を発見し、議題を設定し、話し合い、合意形成したことを協働し

て取り組むとともに、一連の活動を振り返り、次の課題の解決につなげることを通して自治的能力を育

てます」とある。そこで、本研究では「自治的能力」を「児童が、自分たちで決めて、実行して、次に

つなげる力」と位置付け、上記のとおりテーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究内容 

 

１ 研究構想図 
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G11 - 03 

令 3.278集  

特活－小  
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２ 授業改善に向けた手立て 

本学級の学級活動において、「事前の活動」「本時」「事後の活動」という一連の活動を通して、

個の意見や思いを大切にする支援をしていくことで、自治的能力（自分たちで決めて、実行して、次

につなげる力）を高めることができると考え、以下のように手立てを設定した。 

手立て１ 個を大切にした、「エブリ・ワン」シートの活用 

「事前の活動」「本時」「事後の活動」の一連の活動で活用する「エブリ・ワン」シートを作成した。

まず、「事前の活動」において、一人一人が自分の意見をしっかりもった上で話合いができるように、

「エブリ・ワン」シートに自分の意見を書かせ、担任からのコメントを書いておくようにする。次に、

「本時」において、自分の意見とともに、より多くの意見のよさを生かして合意形成をして決めてい

けるように、「エブリ・ワン」シートに示した合意形成のプロセスの例を参考に考えるよう助言して

いく。そして、「事後の活動」において、実際に決めたことを実践した感想を「エブリ・ワン」シー

トに記入させ、次の活動への意欲を高められるように、担任からのコメントを書くようにする。 

手立て２ 次の活動への意欲を高める振り返りの場の工夫 

「本時」の話合い活動の振り返りにおいて、児童の合意形成力の向上につながるように、「たくさ

ん発言していた」といった視点ではなく、「ＡとＢの意見を合わせていた」などの「合意形成」に関

わる視点で、ICT機器（学習支援ソフト）を使って感想や気付きを共有し、よい気付きなどは担任か

ら紹介していく。「事後の活動」においては、決まったことを実践した後の振り返りの場として、帰

りの会で、少人数で感想や反省を一人一つずつ発表し合う「ワン・アップトーク」を実施する。 

手立て３ 頑張りを見える化する補助的支援 

児童の自治的能力を高めるため、話合いの手順や次の話合いの議題やめあて等を確認する学級活

動コーナー（壁面掲示）を作成する。また、児童の頑張りを紹介する学級通信を発行する。 

以上の手立てをもとに、一人一人の意見を引き出し、それぞれの意見のよさを生かして、一つにま 

とめさせ、そのように進める楽しさ・充実感を実感させていく。集団活動の中でこそ育まれる「自治 

的能力」であるが、そのための手立て・指導は、「個」を大切にすることに重点を置いている。 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

 

 １ 成果 

○ 「エブリ・ワン」シートを活用し、事前に児童に自分の考えをもたせ、担任からの励ましのコ

メントを書いた上で話合いをしたことによって、一人一人の自発的な発言を促すことができた。 

○ 「エブリ・ワン」シートを活用しながら、「３年生と遊ぼう会をしよう」「クラスのミニオリ

ンピックをしよう」など、児童の気付きから生まれた切実感のある議題で、話合い活動を積み重

ねたことによって、「ＡとＢを合わせる」「条件を付ける」「納得して譲る」「多数決をとる」

など、自分たちで合意形成して決めていく力を高めることができた。 

  ○ 「ワン・アップトーク」として、決まったことを実践した後の振り返りの場を設定したことに

より、自分たちで決めて、実行していく難しさや楽しさなどを共有しながら、「またやりたい。」

といった、次の活動への意欲も引き出すことができ、児童の自治的能力を高める活動となった。 

  ○ 学級活動コーナーに、話合いの議題や話合いのめあて、「みんなで決めたこと」を時系列で掲

示したり、活動の様子を写真をメインにした学級通信で紹介したりすることで、自分たちで決め

ることや決めてきたことが見える化し、次の活動への意欲につなげることができた。 

 

２ 課題 

  ○ 一人一人の思いを生かした話合いになるように、児童に何について合意形成をさせたいか等を

明確にして、「みんなが盛り上がる○○」等の話合いのめあての設定を工夫する必要がある。 

  ○ 学校行事や時期に合わせた議題であると児童の切実感も高まり、話合い活動の指導には積み重

ねが不可欠であるため、学年・学校としてより組織的・計画的に指導していくことが必要である。 
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  実践例  

１ 議題名 「クラスのミニオリンピックをしよう」(第５学年・２学期) 

 

 ２ 本題材について 

本題材は、クラスのミニオリンピックの開催に向けて、児童が主体的に話し合い、合意形成をして、

決まったことを協働していく活動である。児童は、「一人一人が活躍できて、みんなが盛り上がるよ

うな種目や工夫を、より多くの意見のよさを生かして決めよう。」という、話合いのめあてに沿って、

個人種目と団体種目を１種目ずつ決めたり、工夫できることを考えたりしていく。また、「エブリ・

ワン」シートを活用することを通して、しっかり自分の意見をもった上で話合いをさせたり、より多

く友達の意見のよさを生かす方法を考えたりしていく中で、合意形成をしていく力を高めていく。さ

らに、決めたことをすぐに実践し、その振り返りの場として「ワン・アップトーク」を行う。そのよ

うな、一連の活動を通して、自治的能力（自分たちで決めて、実行して、次につなげる力）を高める

ことができると考えた。 

以上のような考えから、本題材では以下のような指導計画を構想し実践した。 

目

標 

クラスのミニオリンピックをする場面で、「一人一人が活躍できて、みんなが盛り上がるような種目や

工夫」について話し合い、合意形成したことを協働して取り組むことを通して、次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 学級の課題を話し合って解決することや他者と協働して取り組むことの大切さを理解し、合意形成

の手順や活動の方法を身に付けられるようにする。                          （知識及び技能） 

イ 学級の課題を見いだし、解決するために話し合い、多様な意見を生かして合意形成を図り、協働し

て実践することができるようにする。                          （思考力、判断力、表現力等） 

ウ 課題の解決や協働し実践する活動を通して身に付けたことを生かし、学級や学校における人間関係

をよりよく形成し、他者と協働しながら日常生活の向上を図ろうとする態度を養う。 

（学びに向かう力、人間性等） 

評

価

規

準 

(1)「一人一人が活躍できて、みんなが盛り上がるミニオリンピックにするための種目や工夫」について

話し合い、決まったことを友達と協働して取り組むことの大切さを理解し、合意形成の手順や深まり

のある話合いの進め方を理解し、活動の方法を身に付けている。          （知識・技能） 

(2)「一人一人が活躍できて、みんなが盛り上がるミニオリンピックにするための種目や工夫」について

話し合い、多様な意見を生かして合意形成を図り、協働して実践している。  （思考・判断・表現） 

(3) 話合いで合意形成したことを進んで協働したり、活動の中の互いの頑張りを認め合ったりしながら、

よりよい学校生活や人間関係を築こうとしている。        (主体的に学習に取り組む態度） 

  基本的な学習活動 

◇学級全体 ◆計画委員 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた 

授業等のポイント 

・目指す児童生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

〔記〕記録に残す評価 

事

前

の

活

動 

10月12日（火） 

◆議題の選定を行う。 

（昼休み） 

10月13日（水） 

◆活動計画（提案理由、めあ

て、話し合うこと、条件の

確認）を作成する。（朝） 

◆話合いの進行の仕方の確認

（朝） 

◆話合いの議題の発表と、学

級活動コーナーへの掲示 

（昼休み） 

10月14日（木） 

◇「エブリ・ワン」シートに

自分の意見を記入する。 

（朝） 

◆予想される意見を事前に短

冊に記入する。（昼休み） 

○児童のつぶやきや気付きから、議題を選定 

できるよう、最近、ニュースや話題になっ

ていること、これまでの学級活動で楽しか

ったことなどを想起できるような言葉掛け

をする。 

○話合いを進める際の留意点や、予想される

意見や対立した際の対処方法、合意形成に

向けた意見の整理の仕方を確認し、主体的

に進行できるように、話合い進行シートを

記入させる。 

○議題や提案理由を学級全体で共有し、話合

いへの意欲が高まるよう、話合いの議題の

発表と学級活動コーナーへの掲示を行う。 

○自分の意見をしっかりもった上で話合いが

できるよう、「エブリ・ワン」シートに自

分の意見を記入する。 

・よりよい学校生活を築

くために進んで議題を

選定し、話合いの準備

をしようとしている。

【主体的に学習に取り

組む態度】 

（話合い進行シート、

発言） 

・「ミニオリンピック」

への見通しや、自分の

思いや考えをもって、

意欲的に取り組もうと

している。 

【主体的に学習に取り

組む態度】 

（「エブリ・ワン」シ

ート、発言） 
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本

時

の

活

動 

10月20日（水）第３校時 

 

◆話合いの進行 

 

◇話合い 

話し合うこと① 

「ミニオリンピックの種目」 

・個人種目 １種目 

・団体種目 １種目 

話し合うこと② 

「一人一人が活躍できて、み

んなが盛り上がるための工

夫」 

・ルール上のこと 

・ルール以外のこと 

◇振り返り 

○児童の話合いへの参加意欲を高められるよ

う、児童の考え、その理由や思いに対する

教師のコメント（助言や励まし）を書いた

「エブリ・ワン」シートを返却しておく。 

○自分と異なる意見も尊重し、話合いのめあ

てに沿った折り合いを付けたまとめができ

るよう、「エブリ・ワン」シートの中の合

意形成のプロセスの例を基に、どうすれば

みんなの意見や思いを生かせるかを考えさ

せる。 

○次の話合い活動につながるように、学習支

援ソフトを使い、お互いのよかった点を考

えて共有する。その際、発言の多さといっ

た視点ではなく、お互いの意見や思いを踏

まえて、２つの意見を合わせたり、条件を

付けたり、納得の上で考えを変えたりとい

った、合意形成に関わる視点で振り返りを

させる。 

・話合いのめあてに沿っ

て理由を明確にしなが

ら発言したり、より多

くの意見のよさを生か

した合意形成ができる

ように考えたりしてい

る。 

【思考・判断・表現】

（「エブリ・ワン」シ

ート、発言）〔記〕 

・合意形成の手順や深ま

りのある話合いの進め

方を理解している。 

【知識・技能】 

（「エブリ・ワン」シ

ート、発言）           

事

後

の

活

動 

10月20日（水） 

◆決まったことを学級活動コ

ーナーに記入する。（帰り

の会） 

 

10月26日（火）第３校時 

◇ミニオリンピックの開催 

◇「ワン・アップトーク」を

行い、「エブリ・ワン」シ

ートに感想を記入する。（

帰りの会） 

○話合いで決まったことや合意形成で大切に

したポイントが分かるように、計画委員に

学級活動コーナーに記入させる。 

○「一人一人が活躍できて、みんなが盛り上

がるミニオリンピック」というねらいを確

認し、皆で協働できるようにする。 

○話合いから実践までの自分や友達のよかっ

た点を振り返り、認め合うための「ワン・

アップトーク」を行い、児童が自分たちで

決めて実践する充実感を感じられるように

する。 

・「ミニオリンピック」

を振り返り、自分や友

達の頑張りに気付き、

次の活動に生かそうと

している。 

【主体的に学習に取り

組む態度】 

（「ワン・アップトー

ク」の発言、「エブリ

・ワン」シート） 

 

 ３ 本時及び具体化した手立てについて 

本時は、自分の意見とともに、友達の意見のよさを生かす方法を考えて、合意形成をしていくこと 

ができるように次のような手立てを設定して活動を行った。 

手立て１ 個を大切にした、「エブリ・ワン」シートの活用 

「事前の活動」においては、「個人種目と団体種目を一つずつ」「一人一人が活躍できて、みんなが

盛り上がるための工夫」について、「エブリ・ワン」シートに自分の意見を書かせる。その際、「本時」

の話合い活動で、児童が自信をもって発言したり、自分の意見とともに、より多くの意見のよさを生

かして合意形成をしたりできるように、特に、児童が書いた「理由やそこに込めた思い」を受け止め、

担任からのコメントを書いておくようにする。また、「事後の活動」として、実際に決めたことを実

践した感想を「エブリ・ワン」シートに記入させて、次の活動への意欲を高められるように、担任か

らのコメントを書くようにする。 

手立て２ 次の活動への意欲を高める振り返りの場の工夫 

「本時」の話合い活動の振り返りの前に、単なる感想の共有にならないよう、これまでの話合い活

動における「ＡとＢの意見を合わせていた」などの「合意形成」に関わる視点での気付きを紹介する。

その上で、ICT機器（学習支援ソフト）を使って、お互いの感想や気付きを共有し、よい気付きなど

は、担任から紹介していく。「事後の活動」の「ワン・アップトーク」においては、合意形成の意義、

よさや難しさの振り返りにつながるよう、話合い活動直後の思いとミニオリンピックを実施後の思

いを比べさせるようにする。 

手立て３ 頑張りを見える化する補助的支援 

自分たちで決める意欲が高まるよう、学級活動コーナーに話合いのめあてや決まっていることな

どを掲示したり、ミニオリンピックの様子を伝える学級通信を発行したりする。 
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 ４ 授業の実際 

(1) 事前の活動 

まず、計画委員を中心に話し合い、議題と話合いのめあて 

が決まった後に、全員に発表して、学級活動コーナーへ掲示 

する。次に、全員に「エブリ・ワン」シート（図１）に、「自 

分の考え」と「理由やそこに込めた思い」を書かせる。そし 

て、話合いへの意欲向上と意見のよさを生かした合意形成に 

つながるよう「足が速い、速くないに関係なくできるから」 

「みんな知っているし、ルールが簡単だから」等の、特に、    

児童が「理由やそこに込めた思い」に記述した部分について、 

担任から賞賛のコメントを書いておくようにした。 

 

(2) 本時の活動 

事前に「エブリ・ワン」シートに、自分の考えを書いておいたこと 

で、多くの児童が意見を発表することができた。話合い活動の振り返 

りの前に、単なる感想の共有にならないよう、これまでの話合い活動  

における「○○さんがクイズとなぞなぞをくっつけるというアイデ 

アを出していた。」等の合意形成に関わる視点での気付きを紹介し  

た。その上で、ICT機器（学習支援ソフト）を使い、全員が１つ以上、 

感想や気付きを書いて共有することができ（図２）、担任からもい 

くつか紹介した。また、「エブリ・ワン」シートの中の合意形成の 

プロセスの例のところに、今回の話合いで使ったプロセスを選んで 

印を付けさせるようにした。今回、児童が選択した合意形成のプロセ 

スで多かったものは、「多数決」（17人）、「納得してゆずる」（14人）であった。特に個人種目 

を決める場面では、当初「くつとばし」という意見が多かったが、たくさんの意見を交流する中で、 

最後は「ビー玉すくい」に決まり、決定に納得の上、合意形成ができたことがうかがえた。 

 

(3) 事後の活動 

「一人一人が活躍できて、みんなが盛り上がるミニオリン 

ピック」というねらいを確認し、実際にミニオリンピックを 

開催した（図３）。そして、合意形成の意義、よさや難しさ 

の振り返りにつながるよう、話合い活動の直後の思いとミニ 

オリンピック実施後の思いを比べるように助言して、「エブ 

リ・ワン」シートに実施後の感想を書かせた（図４）。それ 

を基に、少人数で感想や反省を一つずつ発表し合う「ワン・ 

アップトーク」を実施した。次回への反省とともに、「思っ 

ていたより楽しかった」など、実施前の印象との変化を記述 

・発言している児童も見られた。 

 

５ 考察              

今回は、「クラスのミニオリンピック」の種目等を決める話合いであり、児童にとって切実感があ

る一方で、「できれば勝ちたい」「より自分が得意なものにしたい」という率直な思いもあり、合意

形成がこれまでの話合いよりも難しい面があった。しかし、「エブリ・ワン」シートの活用によって、

一人一人の意見を引き出し、話合いを深めることができた。最後には多くの児童が「納得してゆずる」

ことができ、実施後の感想は前向きな感想も多かったことから、合意形成のよさや難しさ、充実感を

体感させることができ、児童の自治的能力を高める一連の活動にすることができたと考える。 

図１ 「エブリ・ワン」シートの

児童の記述と担任のコメント 

図２ ICT機器（学習支援ソ

フト)を使った振り返り 

図４ 「エブリ・ワン」シートの 

実施後の感想と担任のコメント 

図３ ミニオリンピックの様子 
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６ 資料 

「エブリ・ワン」シート 


